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」
の
起
源
と
背
景

櫻

井

雅

人

（1）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

　
ア
メ
リ
カ
で
は
し
ば
し
ば
賛
美
歌
の
人
気
投
票
（
富
＜
o
葺
。

『
｝
日
p
℃
0
5
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
八
九
年
以
降
に
発
表
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
十
種
類
の
投
票
結
果
に
よ
る
と
、
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

を
第
一
位
と
し
た
も
の
が
そ
の
う
ち
の
八
つ
（
第
二
位
と
し
た
も
の

が
二
つ
）
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代
や
そ
の
他
の
文
化

的
背
景
に
よ
っ
て
結
果
は
大
き
く
変
わ
り
う
る
が
、
少
な
く
と
も
現

在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
「
最
も
人
気
の
あ
る
」
賛
美
歌
（
の
一
つ
）
で

あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
人
気
は
教
会
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
歌

い
手
た
ち
が
レ
コ
ー
ド
や
C
D
に
吹
き
込
ん
で
い
る
し
（
も
っ
と
も
、

本
来
の
賛
美
歌
と
し
て
の
C
D
は
少
な
い
が
）
、
日
本
で
も
T
V
コ
．

マ
ー
シ
ャ
ル
の
背
景
音
楽
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は

演
奏
や
編
曲
の
数
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
音
楽

著
作
権
団
体
で
あ
る
A
S
C
A
P
に
は
三
七
三
、
B
M
I
に
は
七
三

三
の
編
曲
（
作
品
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
三
年
六
月
現
在
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
検
索
結
果
に
よ
る
）
。
「
ア
メ
イ
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
」
が
収
録
さ
れ
た
C
D
ア
ル
バ
ム
（
現
在
入
手
可
能

な
も
の
）
は
二
七
四
八
（
重
複
お
よ
び
こ
の
名
を
含
む
別
の
曲
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
の
で
実
際
に
は
も
っ
と
少
な
い
だ
ろ
う
が
）
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
人
気
」
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
歌
（
と
く
に
旋
律
）

の
由
来
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
曲
．
歌
詞
と
も
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
多
く
て
何
が

元
々
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
し
、
最
近
の

よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
の
伝
達
が
容
易
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
簡
単
に
事
が
解
決
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
か
え
っ
て
憶
測

や
俗
説
が
飛
び
交
っ
て
、
正
し
い
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
は
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
に
特
有
な
こ
と
で
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は
な
く
、
案
外
と
有
名
曲
の
エ
ピ
ソ
ー
下
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
（
た
と
え
ば
、
「
オ
ー
ル
ド
・

ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
」
と
か
「
ア
メ
リ
カ
・
ザ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
）
、

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
は
歌
詞
と
曲
と
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
起
源
か
ら
由
来
し
て
い
て
、
後
に
な
っ
て
現
在
の
形
に
融
合

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
経
歴
を
持
つ
歌
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
何
が
わ
か
っ
て
い
て
何
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の

か
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
原
詩
は
イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
（
冒
ξ
Z
Φ
￥

8
づ
）
が
書
い
た
も
の
で
、
詩
人
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ク
ー
パ
ー
（
類
苧

一一

ヨ
9
≦
℃
巽
）
と
の
共
著
『
オ
ゥ
ル
ニ
ー
賛
美
歌
集
』
（
臼
書
9
－

蕊
塁
さ
ミ
諜
）
（
オ
ゥ
ニ
L
と
も
発
音
す
る
）
に
「
賛
美
歌
第
四
一

編
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
一
七
七
九
年
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
賛
美
歌

集
は
三
四
八
編
か
ら
成
る
詩
集
（
曲
は
付
さ
れ
て
い
な
い
）
で
あ
っ

て
、
う
ち
六
七
編
は
ク
ー
。
ハ
ー
作
で
、
大
半
（
お
よ
び
序
文
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
手
に
な
る
。
歌
の
「
現
行
」
の
歌
詞
に
は
各
種
あ
る

が
、
そ
れ
は
短
縮
・
追
加
・
変
更
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
異
動
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
あ
と
に
述
べ
る
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
聖
歌
集
以
外
で

は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
歌
詞
ど
お
り
に
歌
わ
れ
る
も
の
は
少
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
こ
こ
に
原
詩
を
示
し
て
お
く
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
タ
ー

　
　
　
（
4
）

ナ
ー
の
著
書
に
付
け
ら
れ
た
写
真
版
に
よ
る
。
第
五
連
で
は
綴
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

＜
巴
一
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
な
お
、
原
著
で
は
ロ
ン
グ
・
エ
ス

の
活
字
を
使
用
し
て
い
る
）
。

一N
一
●
O
頃
刀
O
Z
一
〇
い
国
の
．

　
＝
く
ζ
Z
図
い
一
■

閃
m
一
一
げ
叩
ω
『
O
〈
一
Φ
タ
、
帥
コ
匹
Φ
図
℃
㊦
〇
一
帥
試
O
づ
。

　
O
『
四
や
図
く
芦
一
9
ミ
■

＞
ヨ
の
N
ヨ
磯
吸
声
8
ス
5
0
毛
ω
毛
0
9
9
Φ
ω
o
仁
p
α
）

↓
げ
帥
一
の
四
＜
、
q
鋤
毛
『
〇
一
〇
げ
口
〆
Φ
ヨ
①
一

［
O
コ
O
の
≦
鋤
ω
一
〇
ω
戸
σ
¢
け
ロ
O
≦
m
ヨ
8
仁
昌
P

ぐ
く
O
ω
σ
一
5
“
σ
q
貯
口
O
≦
一
ω
O
ρ

、
↓
≦
霧
o
q
声
8
9
讐
け
m
仁
σ
q
耳
ヨ
圃
ゴ
Φ
畦
一
8
略
8
5

＞
ロ
α
σ
q
声
8
ヨ
嘱
哺
Φ
貰
ω
お
一
一
Φ
〈
．
O
一

国
o
名
冥
①
。
一
〇
房
e
α
夢
碧
讐
帥
8
8
8
黛

↓
7
①
7
0
信
『
H
剛
罵
の
け
σ
O
＝
Φ
く
噛
色

1ZO



（3）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

GO“㎝o
↓
耳
o
．
日
ゆ
p
層
α
ロ
ロ
ひ
q
o
『
ω
一
8
鵠
ω
m
昌
α
雪
胃
o
ρ

H
ゴ
m
〈
①
印
一
『
Φ
ω
α
団
O
O
目
口
Φ
一

層
↓
一
ω
α
q
吋
の
O
O
ゴ
m
の
げ
円
O
口
閃
コ
梓
目
ρ
①
ω
口
h
Φ
け
び
仁
ω
h
山
同
り

＞
コ
α
讐
m
8
毒
＝
＝
雷
α
ヨ
①
『
o
旨
Φ
。

↓
冨
い
○
力
U
訂
の
冨
o
邑
の
、
α
α
q
o
o
自
8
日
ρ

匹
ω
≦
o
＆
ヨ
鴫
ン
8
①
ω
①
8
『
o
ω
一

＝
o
類
一
＝
日
『
ω
臣
o
一
α
僧
昌
O
O
o
吋
鉱
o
昌
σ
9

＞
巴
o
ロ
閃
霧
一
跨
Φ
臼
α
賃
0
9

＜
Φ
ω
鴇
≦
『
窪
浮
一
ω
臨
Φ
の
『
ロ
コ
α
『
8
『
け
o
。
『
巴
一
富
一
一
層

＞
コ
α
ヨ
o
旨
巴
一
睦
①
の
『
巴
一
8
四
の
9

一
ω
『
巴
一
〇
〇
ω
ω
O
ω
9
毛
一
浮
言
一
『
①
〈
巴
一
ゆ

》
一
篤
o
o
ご
o
圃
帥
5
ロ
O
雷
o
ρ

↓
冨
8
『
9
ω
『
巴
一
の
o
o
コ
9
の
ω
○
一
く
〇
一
斎
①
雪
o
ヨ

↓
富
ω
¢
ロ
∂
き
8
『
8
怨
ぎ
①
　

ω
暮
O
O
P
ミ
げ
0
8
一
一
、
α
ヨ
①
『
R
o
σ
Φ
一
〇
ヨ

毛
一
＝
σ
Φ
8
『
①
く
R
量
言
φ

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
回
心
し
て
か
ら
も
奴
隷
船
の
船
長
と
し
て
ア
フ

リ
カ
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
奴
隷
貿
易
に
従
事
し
た
が
、
の
ち
に
牧
師

に
な
っ
た
人
で
、
こ
れ
は
自
伝
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
目

分
の
よ
う
な
．
、
類
お
a
『
．
．
（
人
で
な
し
、
卑
劣
漢
）
と
は
、
奴
隷
貿

易
に
携
仰
っ
た
こ
と
と
解
さ
れ
る
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
他
の
作
品
で
も

．
、
≦
お
8
び
、
、
と
い
う
語
を
用
い
て
回
心
を
扱
っ
て
い
る
）
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
作
品
の
中
で
今
で
は
最
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
の
こ
の
詩
は
、
「
イ
エ
ス
君
の
名
は
」
（
＝
o
≦

。・

8
＝
箒
冨
日
①
9
言
鶏
ω
ω
o
琶
房
）
な
ど
の
他
の
有
名
な
作

品
と
は
違
っ
て
、
こ
と
に
母
国
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
長
い
間
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
『
賛
美

　
　
（
6
）

歌
学
辞
典
』
に
見
出
七
項
目
は
あ
る
が
、
出
典
等
の
記
録
（
四
行
）

の
他
に
は
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
現
代
の
賛
美
歌
集
と
は
無
縁
で
あ
る

（
巨
ゴ
o
名
昌
8
ヨ
o
号
ヨ
8
ま
＆
o
霧
）
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
広

く
使
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
作
品
と
し
て
は
よ
い
出
来
の
例

と
は
到
底
い
え
な
い
　
（
富
『
守
o
田
σ
巴
轟
山
曽
＆
霞
m
ヨ
巳
o
）
」

（
こ
れ
が
全
文
で
あ
る
）
と
い
う
否
定
的
な
評
価
の
解
説
文
が
付
け

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
今
で
も
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
作
品
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

で
は
必
ず
し
も
特
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
は
な
［
い
］
」
と
も
言
わ
れ

る
し
、
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
賛
美
歌
史
で
も
「
オ
ゥ
ル
ニ
i
賛
美
歌

17z
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集
』
に
二
〇
頁
近
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
て
も
「
ア
メ
イ
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
」
に
は
五
行
ほ
ど
の
簡
単
な
記
述
（
お
よ
び
歌
詞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

一
部
分
）
が
あ
る
の
み
で
お
ざ
な
り
の
扱
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

そ
も
そ
も
多
く
の
賛
美
歌
集
（
と
く
に
各
教
派
が
編
纂
し
た
公
式
賛

美
歌
集
・
聖
歌
集
）
に
は
な
か
な
か
収
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
み
る
と
、
『
古
今
聖
歌
集
』
（
＄
ミ
講
』
苧

9
§
ミ
ミ
ミ
o
魯
§
一
Z
o
≦
ω
一
き
母
巳
」
O
o
。
ω
）
、
『
イ
ギ
リ
ス
聖
歌

集
』
（
↓
言
肉
鑓
調
罫
ミ
ミ
§
鼻
お
8
お
器
）
、
『
賛
美
の
歌
』

（
の
§
鵯
皇
、
ミ
措
o
」
8
一
）
な
ど
に
は
未
収
録
で
あ
り
、
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
い
る
も
の
と
し
て
は
最
近
の
非
ア
ン
グ
リ
カ
ン
系
の
賛
美
歌
集
が

中
心
の
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
二
〇
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
で
も
、

す
べ
て
の
賛
美
歌
集
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
『
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
賛
美
歌
集
』
（
O
討
講
§
醤
の
9
§
題
さ
華

醤
ミ
」
8
0
）
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
六
〇
〇
曲
以
上
の
代
表
的

な
ア
メ
リ
カ
の
賛
美
歌
を
集
め
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
歴
史
的
・

汎
教
派
的
・
資
料
集
的
歌
集
『
古
今
ア
メ
リ
カ
賛
美
歌
集
』
（
＞
ミ
ミ
・

持
§
♂
ミ
蕊
O
ミ
§
織
≧
o
婁
卜
o
＜
o
一
9
0
0
冨
ヨ
げ
δ
O
巳
＜
①
マ

ω一

写
窃
9
冨
o
。
O
）
の
よ
う
に
（
理
由
は
不
明
な
が
ら
）
未
収
録

の
も
の
が
あ
る
。
監
督
教
会
の
公
式
賛
美
歌
集
で
は
一
九
八
一
年
の

補
遺
（
卜
慧
肉
琶
遷
雲
9
8
§
儀
の
き
頓
）
、
そ
し
て
一
九
八
二
年
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

（
S
書
夢
ミ
醤
ミ
這
o
o
婚
）
に
な
っ
て
初
め
て
登
場
し
た
。

　
多
く
の
賛
美
歌
と
同
様
に
、
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
に

も
い
く
つ
か
の
曲
が
配
さ
れ
て
き
た
（
そ
れ
ゆ
え
、
賛
美
歌
で
は
題

名
（
ふ
つ
う
は
歌
い
出
し
）
と
曲
名
（
旋
律
名
）
と
を
別
個
に
記
載

し
て
い
る
。
本
稿
で
も
曲
名
は
大
文
字
で
記
す
）
。
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ

テ
ン
」
（
Z
国
名
ω
包
↓
≧
Z
）
の
旋
律
が
定
着
す
る
ま
で
は
二
〇
曲

以
上
が
こ
の
歌
詞
で
歌
わ
れ
、
そ
の
中
で
は
「
ア
ー
リ
ン
ト
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

（
匪
閑
口
Z
O
↓
O
Z
）
が
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
世
紀

後
半
に
一
世
を
風
靡
し
た
サ
ン
キ
ー
と
ム
ー
デ
ィ
ー
ら
の
ゴ
ス
ペ
ル

賛
美
歌
で
は
「
ウ
ォ
リ
ッ
ク
」
（
類
＞
即
名
一
〇
閑
）
の
曲
（
留
ヨ
β
Φ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ω
鼠
巳
塁
作
曲
）
が
選
ば
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
『
東
部
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

地
方
の
霊
歌
』
（
Z
ρ
誌
刈
）
に
掲
載
の
版
は
曲
名
が
＞
ζ
＞
N
壱
O

の
閑
》
O
国
で
は
あ
る
が
ま
っ
た
く
別
の
旋
律
で
あ
り
、
今
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

『
ノ
ー
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
ハ
ル

モ
ニ
ア
・
サ
ク
ラ
』
所
収
の
曲
は
「
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
」
（
O
閑
国
問
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

く
F
一
国
）
と
題
さ
れ
て
さ
ら
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
黒
人
ゴ
ス

ペ
ル
音
楽
で
の
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
は
大
き
く
変
容
し

て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
、
ど
こ
ま
で
が
「
同
じ
」
曲
と
い

え
る
の
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
旋
律

を
採
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
た
と
え
ば
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ボ
ー
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（5）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

イ
ズ
・
オ
ヴ
．
ア
ラ
バ
マ
の
版
は
、
、
↓
幕
頃
2
ω
①
9
夢
①
家
巴
畠

の
…
．
、
（
邦
題
「
朝
日
の
あ
た
る
家
」
）
の
旋
律
）
。

　
現
在
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
曲
と
歌
詞
が
一
体
と
な
っ
た
形

に
な
っ
た
の
は
、
一
八
三
五
年
出
版
の
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
聖
歌
集

「
サ
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
（
の
o
ミ
ぎ
ミ
爵
ミ
o
§
史
）
』
　
に
お
い
て

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
歌
詞
が
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
曲
と

組
み
合
わ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
歌
唱
は
十
九

世
紀
の
ア
メ
リ
カ
南
部
（
と
く
に
農
村
山
村
地
域
）
の
歌
唱
学
校

（
ω
冒
α
q
陣
轟
ω
9
0
2
）
に
お
い
て
盛
ん
で
あ
っ
た
歌
唱
ス
タ
イ
ル
で
、

楽
譜
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
三
角
・
四
角
・
菱

形
．
円
の
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
　
（
ω
富
冨
8
5
）
と
呼
ば
れ
る
音

符
を
採
用
し
た
歌
集
（
た
い
て
い
は
横
長
の
や
や
大
き
め
の
ハ
ー
ド

カ
ヴ
ァ
ー
）
を
使
っ
て
い
る
。
と
く
に
有
名
な
も
の
に
は
、
ウ
ィ
リ

ァ
ム
・
ウ
ォ
ー
ヵ
1
　
（
名
葭
m
ヨ
名
巴
評
霞
）
編
の
こ
の
『
サ
ザ

ン
．
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
と
、
一
八
八
四
年
（
初
版
）
出
版
の
ベ
ン
ジ
ャ

、
、
、
ン
．
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
　
（
切
雪
す
ヨ
ぎ
閃
β
爵
ぎ

≦
ま
貫
　
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
義
弟
）
　
編
　
『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ

（
↓
ぎ
の
§
ミ
儀
蚕
黛
愚
）
』
が
あ
る
。
「
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
。
ハ
ー
プ
』

は
シ
ェ
イ
プ
．
ノ
ー
ト
の
代
名
詞
と
も
さ
れ
る
く
ら
い
代
表
的
な
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

集
で
あ
り
、
改
訂
版
が
い
ま
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
全
米
の
人
口
が

二
千
数
百
万
人
の
時
代
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
言
に
よ
る
と
、
「
サ
ザ

ン
．
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
は
「
六
〇
万
部
以
上
」
売
れ
た
。
こ
の
数
字
に

ど
の
程
度
の
信
愚
性
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
シ
ェ
イ
プ
・

ノ
ー
ト
聖
歌
集
が
大
量
に
出
版
さ
れ
た
の
は
そ
れ
だ
け
の
需
要
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
ほ
う
も
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

普
及
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
サ
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
と
『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
』
に

お
い
て
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」
の
内
容
は
歌
詞
・
編
曲
な
ど
も
含

め
て
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
曲
名
を
題
名
と
し
て
お
り
、
歌
詞
の

出
典
は
．
、
田
宮
巨
＝
畦
日
9
ざ
や
嵩
ω
．
．
で
、
作
者
名
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
歌
詞
六
連
が
そ
の
ま
ま
付
さ
れ
て
い
る
。

『
サ
ザ
ン
．
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
（
一
八
五
三
）
版
は
稿
末
の
楽
譜
を
参
照

さ
れ
た
い
（
一
八
五
四
年
版
も
同
一
の
プ
レ
ー
ト
を
用
い
て
い
る
）
。

な
お
、
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
聖
歌
集
の
特
徴
と
し
て
、
主
旋
律
は
テ

ナ
ー
に
置
か
れ
て
い
る
。
『
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

も
の
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
が
、
当
時
い
く
つ
も
出
版
さ
れ
て
い
た

歌
詞
の
み
の
賛
美
歌
集
（
た
と
え
ば
、
田
三
ゆ
日
ぎ
口
o
琶
－
S
書

、
試
§
ミ
琶
魯
ミ
糞
の
喜
ミ
§
N
の
§
窒
§
“
の
8
讐
＆
ぎ
§
勲

一
〇
〇
全
」
O
ω
合
℃
ユ
ヨ
＃
貯
Φ
＝
鴫
ヨ
昌
o
D
O
O
∈
O
墨
鉱
O
P
一
8
曾
こ
こ
に

も
．
、
》
ヨ
欝
ぎ
α
q
O
冨
8
．
．
の
歌
詞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）
の
一
つ
と

1怨
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思
わ
れ
る
。
曲
に
つ
い
て
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
作
曲
者
と
す
る
記
述
を

時
折
見
か
け
る
が
、
『
サ
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
で
は
自
分
の
作
品

（
た
と
え
ば
、
同
じ
く
『
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
か
ら
歌

詞
が
と
ら
れ
た
一
一
頁
の
．
、
富
毎
ω
巴
o
ヨ
、
．
）
に
は
．
、
≦
ヨ
ゑ
巴
国
R
、
、

と
名
前
を
付
け
て
い
る
の
で
、
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」
に
つ
い
て

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
自
分
が
作
曲
し
た
と
は
主
張
し
て
い
な
い
し
、
そ
の

意
識
も
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
な
お
、

「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」
と
は
地
名
か
ら
来
て
い
る
よ
う
で
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
こ
の
名
の
町
は
一
つ
の
み
で
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
（
＝
畦
鳳
o
巳
）
郡
に
あ
る
。

　
曲
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
昏
a
三
8
巴
と
か
Φ
胃
ζ
＞
ヨ
Φ
ユ
8
ロ

ヨ
Φ
一
〇
α
鴇
（
あ
る
い
は
　
⊆
口
評
p
O
≦
昌
）
な
ど
と
し
て
い
る
も
の
も

少
な
く
な
い
が
、
多
く
の
賛
美
歌
集
（
『
讃
美
歌
二
一
』
、
『
新
生
讃

美
歌
』
な
ど
も
）
で
は
一
八
三
一
年
出
版
の
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
．

ハ
ー
モ
ニ
ー
』
（
≦
茜
帖
註
黛
さ
ミ
ぎ
ミ
）
を
曲
の
出
所
と
し
て
い
る
。

こ
の
聖
歌
集
に
こ
の
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
報
告
し

た
の
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
リ
ン
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
ク

レ
イ
ト
ン
と
キ
ャ
レ
ル
　
（
∪
僧
く
己
［
■
Ω
m
旨
○
口
僧
ロ
α
宣
日
8
型

9
畦
0
5
が
編
集
し
た
こ
の
本
人
表
題
紙
の
欠
け
て
い
る
第
二
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

を
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
古
書
店
で
見
つ
け
て
、
『
初
期
ア
メ
リ
カ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
民
謡
』
　
の
　
、
．
Z
ρ
冨
望
Z
国
≦
切
包
↓
≧
2
9

＝
》
菊
室
0
2
く
O
菊
○
＜
国
、
．
の
収
録
聖
歌
集
の
リ
ス
ト
に
加
え
、
こ

の
中
で
時
代
的
に
最
も
古
い
記
録
が
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
』
版
で
あ
っ
た
。
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ー
モ
ニ
i
』
で
は

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
グ
ロ
ー
ヴ
」
（
＝
＞
カ
ζ
O
Z
嘱
O
力
O
く
国
）
と
題
さ

れ
て
・
、
↓
冨
お
〆
m
冨
昌
α
亀
も
弩
Φ
3
一
蒔
耳
．
．
（
一
鴇
8
毛
象
言
）

の
歌
詞
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
曲
名
は
こ
の
ほ
か
に
も

ω
く
ζ
℃
＝
O
Z
メ
の
○
じ
0
7
菊
国
∪
図
ζ
℃
目
O
Z
響
蜜
6
U
い
国
↓
O
Z

O
＞
い
い
＞
＝
国
刃
　
閃
菊
q
O
＞
口
↓
メ
　
＞
Z
U
国
即
の
0
7
　
0
＝
＞
＝
≦
－

国
力
o
o
’
＝
》
菊
ζ
O
Z
く
が
あ
る
。
　
後
に
な
っ
て
こ
の
曲
の
　
『
サ
ザ

ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
以
前
の
記
録
は
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
．
ハ
ー
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

二
1
』
を
含
め
て
五
点
存
在
す
る
こ
と
か
明
ら
か
に
な
る
が
、
し
ば

ら
く
の
間
は
（
そ
し
て
現
在
で
も
）
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
．
ハ
ー
モ

ニ
ー
』
を
出
典
と
す
る
記
述
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
一
九
九
〇
年
に
マ
リ
オ
ン
・
ハ
チ
ェ
ッ
ト
に
よ
っ
て
新
た
な
初
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

文
献
が
発
見
さ
れ
て
記
録
の
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
の
文
献
と

は
、
ス
ピ
ル
マ
ン
と
シ
ョ
ー
が
編
集
し
て
一
八
二
九
年
に
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
で
出
版
さ
れ
た
『
コ
ロ
ン
ビ
ア
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

（
O
『
巽
一
Φ
の
＝
。
ω
ロ
一
ヨ
四
づ
帥
づ
匹
ω
①
三
帥
ヨ
ぎ
ω
げ
m
郵
O
o
ミ
§
鼠
黛
醤

蟄
黛
ミ
S
謹
堕
一
〇
。
卜
。
O
）
　
で
あ
り
、
　
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
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（7）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
歌
集
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
「
セ
ン
ト
・
メ
ア

リ
」
　
（
ω
↓
。
ζ
＞
力
＜
、
ω
）
　
お
よ
び
　
「
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
」
　
（
O
＞
い
い
》

頃
国
閑
）
の
二
曲
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
歌
詞
で
含
ま
れ
て
い
る
。
稿
末

に
写
真
版
か
ら
写
し
た
楽
譜
（
主
旋
律
の
み
）
を
付
け
て
お
い
た
。

「
セ
ン
ト
・
メ
ァ
リ
」
、
「
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
」
、
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」

を
並
べ
て
み
る
と
全
体
的
な
旋
律
曲
線
は
「
同
じ
」
で
、
こ
の
程
度

の
相
違
で
あ
れ
ば
民
謡
な
ど
に
お
い
て
は
「
同
じ
曲
」
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
内
に
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー

ト
歌
謡
と
同
様
に
民
衆
的
な
旋
律
を
既
存
の
歌
詞
に
当
て
は
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
版
の
相
違
を
み
る
と
、
口
頭
伝
承
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
旋
律
で
あ
っ
て
、
も
と
は
別
の
歌
詞
の
民
謡

（
複
数
か
も
し
れ
な
い
）
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
ギ
ャ
ラ

ハ
ー
」
の
ほ
う
が
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
」
に
近
い
が
、
出
版
の
時

期
が
接
近
し
て
い
る
の
で
「
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
」
か
ら
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ

テ
ン
」
が
直
接
由
来
す
る
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ら
は
同
時
並
行
的
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
。
な
お
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
グ
ロ
ー
ヴ
」
の

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
「
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
」

　
　
　
　
（
2
6
）

（
℃
空
家
閑
○
ω
国
）
も
関
連
曲
か
も
し
れ
な
い
が
あ
ま
り
似
て
い
な

い
（
稿
末
楽
譜
参
照
）
。

　
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
常
に
詳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
）

い
テ
ン
パ
リ
ー
編
『
賛
美
歌
曲
目
索
引
』
に
は
そ
れ
ら
し
き
曲
が
見

当
た
ら
な
い
（
も
っ
と
も
、
似
た
曲
を
探
す
こ
と
自
体
が
困
難
な
作

業
で
、
見
落
と
し
は
あ
り
う
る
し
、
賛
美
歌
集
以
外
は
こ
の
索
引
－

曲
は
数
字
譜
で
示
さ
れ
て
い
る
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

「
そ
れ
以
前
の
賛
美
歌
集
に
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
正
確

で
あ
ろ
う
）
。

　
多
く
の
賛
美
歌
集
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
エ

ク
セ
ル
（
匿
≦
ぎ
○
葺
色
o
国
図
8
巳
が
北
部
の
「
教
養
人
」
の

好
み
に
も
合
う
よ
う
に
「
賛
美
歌
ら
し
い
」
和
声
を
付
け
て
編
曲
し

曲
名
も
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
、

一
九
〇
〇
年
に
　
『
栄
え
あ
る
賛
美
を
さ
さ
げ
よ
』
　
（
ミ
黛
ぎ
　
鞘
傍

　
　
　
　
　
（
2
8
）

、
ミ
帖
器
黛
o
註
o
§
）
に
収
録
さ
れ
、
ま
た
一
九
〇
九
年
の
『
世
界

的
に
名
高
い
賛
美
歌
」
（
…
ミ
ミ
沁
§
o
ミ
謹
織
♂
ミ
漠
）
お
よ
び
一

九
一
〇
年
の
『
戴
冠
賛
美
歌
集
』
（
O
ミ
§
＆
帖
§
ミ
ミ
虜
）
で
さ
ら

に
現
行
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
た
。
歌
詞
は
一
か
ら
三
番
ま
で
を

ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
採
用
し
、
一
九
〇
〇
年
版
で
は
な
く
て
こ
の
時
に

別
の
歌
詞
　
（
．
、
≦
冨
コ
類
o
．
ぎ
竃
睾
甚
R
①
a
ロ
甚
2
器
昌
α

冷
賀
ω
．
、
）
を
四
番
と
し
て
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
番
は

『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
』
　
で
は
＞
囚
国
勾
o
o
　
（
P
器
ω
y
　
頃
○
即
－
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↓
O
Z
（
P
ω
ω
O
y
ζ
＞
2
0
＝
国
ω
↓
国
力
（
P
o
o
8
y
閃
＞
胃
頃
＞
2
∪

＝
○
℃
国
（
o
ま
N
）
　
の
最
終
連
と
さ
れ
て
い
る
歌
詞
で
、
ジ
ョ
ン
．

　
　
（
2
9
）

リ
ー
ス
作
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
コ
伴
動
ス
タ
ン
ザ
」

（
毛
塁
3
ユ
鑛
o
＝
δ
韓
言
α
q
〈
霞
紹
）
で
あ
っ
て
、
初
出
は
一
七
九

〇
年
発
行
の
『
聖
な
る
バ
ラ
ッ
ド
集
』
（
』
9
§
魚
ざ
醤
♀
の
§
ミ
儀

切
ミ
ざ
勢
）
に
収
録
さ
れ
た
、
、
一
段
島
巴
o
β
ζ
琉
＝
9
℃
逗
＝
o
ヨ
Φ
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
最
終
連
に
見
ら
れ
る
、
と
い
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
・
ゴ
ス
ペ
ル
版
、
フ
ォ
ー
ク
版
な
ど
は
必
ず
し
も
エ
ク

セ
ル
版
の
焼
き
直
し
で
は
な
い
の
で
、
別
途
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ

（
3
1
）う

。
こ
れ
ら
で
は
旋
律
が
相
違
し
た
り
、
歌
詞
も
短
縮
さ
れ
た
り
さ

ま
ざ
ま
な
異
な
っ
た
連
を
含
む
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ま
た
、
テ

ク
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
歌
唱
ス
タ
イ
ル
を
問
題
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
原
曲
に
関
し
て
は
、
、
．
げ
o
＜
言
a
q
寓
ヨ
房
、
、
と
い
う
「
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
（
琶
m
旨
讐
δ
⇒
ヨ
巴
o
身
）
か
ら
由
来
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

る
、
と
い
う
解
説
が
一
般
に
は
散
見
さ
れ
る
の
で
一
言
付
け
加
え
て

お
き
た
い
。
こ
の
曲
名
は
こ
れ
ま
で
参
照
し
て
き
た
然
る
べ
き
資

料
・
文
献
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の

曲
目
が
原
曲
で
あ
る
と
し
た
ら
「
重
要
な
発
見
」
で
あ
ろ
う
が
、
な

ぜ
か
題
名
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
出
典
・
歌
詞
・
旋
律
等
を
紹

介
し
た
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
主
た
る
情
報
源
は
一
九
八
二

年
に
出
版
さ
れ
た
ケ
ネ
ス
・
オ
ズ
ベ
ッ
ク
の
『
賛
美
歌
一
〇
一
曲
も

　
　
（
3
3
）

の
が
た
り
』
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
い
ま
で
も
入
手
可
能
な
一
般
向

け
の
本
で
、
か
な
り
の
部
数
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
の
曲
は
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
民
衆
曲

（｛

房
ヨ
巴
o
身
）
で
あ
っ
て
、
初
め
は
、
．
ぎ
≦
畠
霊
ヨ
富
、
、
と
題

す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
」

と
書
か
れ
て
い
る
（
情
報
は
こ
れ
の
み
）
。
オ
ズ
ベ
ッ
ク
は
こ
の
起

源
説
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
（
つ
ま
り
、
誰
に
「
知
ら
れ
て
い
た
」

の
か
と
い
う
こ
と
を
）
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
な
ぜ
か
確
信
し
て
い

る
よ
う
で
、
同
じ
こ
と
を
（
や
は
り
出
所
を
示
さ
ず
に
）
他
の
本
で

　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

も
繰
り
返
し
て
い
る
。
「
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
と

い
う
と
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
ソ
ン
グ
の
別
称
と
し
て
使
わ
れ
た
表
現

（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
の
い
く
つ
か
の
楽
譜
に
も
大
き
く

「
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ロ
デ
ィ
i
」
と
書
か
れ
て
い
る
）
　
で
あ

る
が
、
主
だ
っ
た
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
関
連
文
献
に
こ
の
題
名
は
出
て
こ

な
い
。
ま
た
、
主
だ
っ
た
黒
人
霊
歌
や
黒
人
歌
謡
の
文
献
、
各
種
の

曲
目
索
引
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
な
ど
の

シ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い

し
、
い
く
つ
か
の
ア
メ
リ
カ
史
関
係
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
こ
の
名

176



（9）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

称
で
は
記
録
が
な
い
。

　
類
似
の
題
名
の
歌
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
『
も
う
一
束
の
白
人

（
3
5
）

霊
歌
』
に
い
○
≦
Z
O
い
》
ζ
切
（
単
数
形
）
な
る
霊
歌
（
出
典
は
肉
僚

旨
o
ミ
韓
一
一
〇
。
O
o
。
一
Z
9
器
“
。
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
部
分

（
三
小
節
）
は
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
に
幾
分
か
似
て
い

る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
（
稿
末
楽
譜
参
照
）
。
さ
ら
に
、
こ
れ

は
同
じ
く
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
歌
詞
で
も
あ
る
（
コ
ー
ラ
ス
部

分
は
．
、
0
9
Φ
鍔
ヨ
ダ
浮
巴
o
≦
お
匿
ヨ
σ
響
／
↓
ぎ
寓
ヨ
σ
9
0
巴
－

話
曙
．
．
）
。
ほ
ぼ
同
じ
歌
詞
で
す
で
に
「
サ
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

（一

。
ω
9
マ
ト
。
①
o
。
一
こ
こ
で
の
曲
名
は
℃
＞
力
∪
○
呂
Z
O
い
○
＜
国
）
　
に

載
っ
て
い
て
、
旋
律
は
国
国
↓
K
（
蜜
ミ
＆
蚕
9
膏
」
o
。
8
Φ
F
ワ

ト。

。
春
）
と
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
筆
者
の
推
測
で
は
、
オ
ズ
ベ
ッ

ク
の
い
う
、
．
い
o
＜
5
α
q
い
m
ヨ
富
．
．
と
は
こ
の
ピ
O
≦
Z
O
い
＞
ζ
ω
の

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
は
な
か
ろ
う
か
（
し
か
も
、
年
代
は
一
八
二
九
年

よ
り
は
前
で
は
な
い
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
信
頼
置
け
る
資
料
な
り

証
拠
が
な
い
限
り
推
測
の
域
を
出
な
い
。
オ
ズ
ベ
ッ
ク
が
別
の
本
で

使
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
綴
り
（
、
、
口
≦
お
冨
∋
富
．
．
）
に
対
応
す

る
題
名
と
し
て
は
＝
≦
Z
O
ピ
＞
ζ
切
（
や
は
り
単
数
形
）
と
い
う

聖
歌
（
の
8
ミ
亀
§
港
」
o
。
8
①
身
マ
8
曾
歌
詞
は
．
、
＞
ヨ
一
鋤
ω
o
｝
－

岳
霞
9
睾
Φ
R
o
器
、
、
）
も
あ
り
、
こ
の
歌
詞
（
≦
讐
房
）
が
＞
甲

口
Z
O
↓
O
Z
で
も
歌
わ
れ
た
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
曲

想
か
ら
す
る
と
無
関
係
で
あ
ろ
う
。
典
拠
の
怪
し
げ
な
情
報
が
一
人

歩
き
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
題
材
と

は
な
る
だ
ろ
う
が
、
歴
史
で
は
な
い
。

　
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
こ
の
歌
を
奴
隷
た
ち
が
歌
い
広
め
た
と
い

う
こ
と
が
明
白
な
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

可
能
性
も
あ
る
が
、
　
そ
の
場
合
で
も
曲
が
Z
国
毛
　
切
固
↓
＞
壱
で

あ
っ
た
の
か
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ト
ン
が

一
八
八
○
年
代
に
テ
ネ
シ
ー
州
で
採
録
し
た
「
私
は
叫
び
な
が
ら
死

に
た
い
」
（
．
、
H
≦
m
日
↓
O
U
一
⑦
》
ー
ω
げ
O
旨
言
閃
．
．
）
は
、
、
》
ヨ
m
N
ぎ
α
q

O
声
8
．
．
と
、
．
甘
の
諾
ζ
網
≧
一
．
．
と
、
．
》
日
一
m
ω
O
一
α
一
〇
『
．
、
な
ど
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
歌
詞
の
歌
で
、
曲
は
Z
国
≦
＝
》
閃
ζ
O
Z
く
（
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

イ
プ
・
ノ
ー
ト
聖
歌
）
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
『
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

フ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
ン
グ
ズ
』
　
に
も
、
．
＞
ヨ
嵩
ぎ
磯

O
轟
8
．
、
と
題
し
た
歌
（
ア
ラ
バ
マ
版
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第

一
連
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
歌
詞
（
た
だ
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
）
か

ら
一
部
分
を
借
り
て
き
て
い
る
が
あ
と
は
違
う
（
曲
も
「
ニ
ュ
ー
・

ブ
リ
テ
ン
」
で
は
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、
冒
頭
部
分
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
歌
謡
の
「
か
わ
い
い
あ
の
娘
」
に
似
て
い
る
）
。

　
ま
た
、
こ
の
曲
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
起
源
で
あ
る
と
い
う
説
は
以
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前
か
ら
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
、
こ
と
に
最
近
の
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
曲
集
と
題
す
る
歌
集
や
C
D
に
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

い
っ
そ
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
起
源
説
に
は
ず
み
が
つ
い
て
く
る
。
し

か
し
、
バ
グ
パ
イ
プ
版
（
稿
末
楽
譜
参
照
）
は
一
九
七
二
年
の
王
立

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
近
衛
竜
騎
兵
連
隊
軍
楽
隊
（
刃
畠
巴
ω
8
富
∪
轟
・

αq

O
口
O
信
費
房
）
　
の
演
奏
に
始
ま
り
、
　
こ
れ
は
ジ
ュ
デ
ィ
。
コ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
謝
）

ン
ズ
版
を
基
に
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
マ
ー
ヴ
ェ
は
、
「
ア

メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
の
旋
律
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
起
源
で

あ
っ
て
「
ロ
ッ
ホ
・
ロ
ー
モ
ン
ド
」
（
い
0
3
［
o
ヨ
o
コ
匹
）
と
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

か
に
縁
戚
関
係
（
o
σ
≦
o
垢
邑
豊
奉
）
に
あ
る
、
と
い
う
が
、
具

体
的
に
元
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
曲
を
提
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
し
、
「
ロ
ッ
ホ
・
ロ
ー
モ
ン
ド
」
と
ど
こ
で
繋
が
る
の
か
不
明
で

（
4
0
）

あ
る
。
曲
調
か
ら
す
る
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
で
あ
っ
て
、
ア
パ
ラ

チ
ア
な
ど
に
は
ス
コ
ッ
ツ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
系
移
民
が
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と
を
状
況
証
拠
と
し
て
付
け
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
が
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
日
本
で
の
賛
美
歌
集
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ

て
お
く
。
》
ζ
＞
N
H
Z
O
O
刀
＞
O
国
の
旋
律
で
こ
れ
が
収
録
さ
れ
て

い
る
賛
美
歌
集
等
と
し
て
は
、
『
讃
美
歌
第
二
編
』
（
日
本
基
督
教
団

出
版
局
、
　
一
九
七
四
、
　
一
六
七
番
「
わ
れ
を
も
す
く
い
し
」
、
曲
名

＞
蜜
＞
N
壱
O
O
刃
＞
O
国
）
　
が
は
や
い
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
の
後
に

『
聖
歌
』
（
日
本
福
音
連
盟
、
一
九
八
六
、
二
二
九
番
「
お
ど
ろ
く
ば

か
り
の
」
、
曲
名
O
幻
》
O
国
）
、
『
新
生
讃
美
歌
』
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
、
一
九
八
九
、
一
〇
一
番
「
い
か
な
る
恵
み
ぞ
」
曲
名
＞
ζ
＞
N
－

H
Z
O
O
幻
》
O
国
）
、
「
リ
ビ
ン
グ
・
プ
レ
イ
ズ
』
（
い
の
ち
の
こ
と
ば

社
、
　
一
九
九
五
、
六
四
番
、
「
驚
く
ば
か
り
の
」
、
歌
詞
は
二
連
の

み
）
、
『
讃
美
歌
二
ζ
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
　
一
九
九
七
、
四

五
一
番
「
く
す
し
き
み
恵
み
」
、
曲
名
＞
ζ
＞
N
壱
O
O
勾
＞
O
国
）
、

『
新
聖
歌
』
（
教
文
館
、
二
〇
〇
一
、
二
三
三
番
「
お
ど
ろ
く
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の
」
、
曲
名
O
力
》
O
国
）
と
続
い
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
い
ま
だ

に
統
一
し
た
邦
題
・
定
訳
が
な
い
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
ポ
ピ
ュ

ラ
i
音
楽
と
し
て
は
そ
れ
以
前
よ
り
「
至
上
の
愛
」
と
い
う
題
名
が

　
　
　
　
（
4
2
）

使
わ
れ
て
き
た
。

　
違
う
曲
で
は
あ
る
が
、
歌
詞
の
ほ
う
は
す
で
に
明
冶
時
代
に
訳
さ

　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
所

蔵
版
を
見
る
と
、
植
村
正
久
等
編
『
新
撰
讃
美
歌
』
（
警
醒
社
、
明

治
一
二
（
一
八
八
八
）
年
四
月
、
第
一
七
〇
、
一
五
九
－
六
〇
頁
、

歌
詞
の
み
、
曲
名
＞
幻
口
Z
O
↓
O
Z
）
に
あ
り
、
第
一
節
は
「
か
く

ば
か
り
つ
み
に
／
け
が
れ
し
身
を
／
す
く
へ
る
め
ぐ
み
は
／
い
と
も

た
う
と
し
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
楽
譜
付
き
と
し
て
は
、
讃
美
歌
委

1Z8



（11）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

員
編
『
新
撰
讃
美
歌
』
（
（
出
版
者
）
植
村
正
久
等
、
明
治
二
三
（
一

八
九
〇
）
年
一
二
月
、
第
一
七
〇
、
曲
名
＞
沁
＝
Z
O
↓
0
2
）
が
あ

り
、
こ
こ
で
の
歌
詞
の
表
記
は
「
い
と
も
た
ふ
と
し
」
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
賛
美
歌
集
の
解
説
書
で
あ
る
戸
川
残
花
『
新
撰
讃

美
歌
て
び
き
』
（
警
醒
社
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
四
月
）
に

こ
の
歌
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
点
、
『
基
督
教
聖
歌
集
』
（
福

音
堂
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
五
月
、
第
八
二
、
四
七
－
四
八

頁
、
歌
詞
の
み
、
曲
名
な
し
）
に
「
ま
よ
ひ
に
し
わ
れ
を
／
助
け
し

き
み
の
／
あ
や
し
き
め
ぐ
み
は
／
い
と
も
た
う
と
し
」
と
い
う
訳
が

あ
る
。
鵜
飼
清
吉
発
行
の
同
年
八
月
版
『
基
督
教
聖
歌
集
』
で
は
番

号
・
頁
は
同
じ
で
あ
る
が
、
歌
詞
は
「
い
と
も
た
ふ
と
し
」
で
あ
る
。

》
カ
ロ
Z
O
↓
O
Z
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
の
一
般
的
な
曲
と
い
わ
れ

る
。
復
刻
版
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
『
明
治
期
讃
美
歌
・
聖
歌
集

（
4
5
）

成
』
に
は
、
、
、
＞
日
震
ぢ
ひ
q
O
茜
8
、
．
の
訳
詞
が
収
め
ら
れ
た
い
く
つ

か
の
賛
美
歌
集
が
さ
ら
に
見
出
せ
る
。
そ
れ
ら
は
、
第
一
三
巻
（
浸

禮
教
會
『
基
督
教
讃
美
歌
』
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
、
第
二
一
七

「
ま
よ
ひ
に
し
わ
れ
を
／
た
す
け
し
き
み
の
」
、
曲
名
≦
○
O
U
－

r
＞
Z
U
）
、
第
一
四
巻
（
米
國
浸
禮
教
會
傳
導
會
社
『
基
督
教
讃
美

歌
』
、
　
一
八
九
六
、
第
六
六
「
さ
ま
よ
ふ
め
し
ひ
を
／
す
く
い
た
ま

ふ
」
、
曲
名
＞
刀
＝
Z
O
↓
O
Z
、
楽
譜
あ
り
）
、
第
一
五
巻
（
美
以
美

教
會
雑
書
會
社
『
基
督
教
聖
歌
集
』
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
、
第

八
二
「
ま
よ
い
に
し
わ
れ
を
／
助
け
し
き
み
の
」
、
曲
名
≦
○
O
U
－

い
》
Z
O
、
楽
譜
あ
り
）
、
第
一
六
巻
（
『
附
譜
基
督
教
聖
歌
集
』
メ

ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
改
正
増
補
、
第
一
二

七
「
た
へ
な
る
め
ぐ
み
や
／
い
と
あ
や
ふ
き
」
、
曲
名
∪
○
名
Z
o
o
、

楽
譜
あ
り
）
、
第
二
二
巻
（
讃
美
歌
委
員
編
『
新
撰
讃
美
歌
』
明
治

二
三
、
第
一
七
〇
）
、
第
二
四
巻
（
讃
美
歌
委
員
編
『
新
撰
讃
美
歌

（
ソ
ル
フ
ァ
ー
譜
付
）
』
明
治
二
三
、
第
一
七
〇
、
曲
名
＞
即
口
Z
ρ

↓
O
Z
）
で
あ
る
（
つ
ぶ
さ
に
調
べ
た
の
で
は
な
い
の
で
他
に
も
収

録
賛
美
歌
集
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
。
曲
は
い
ず
れ
も
Z
国
毛
ω
固
甲

》
【
Z
（
＞
ζ
＞
N
毫
O
O
カ
＞
O
国
）
で
は
な
い
。
客
国
毛
切
匹
↓
＞
毫

以
外
で
は
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
　
o
o
一
①
お
↓
仁
ヨ
o
鮮
』
ミ
禽
帖
轟
O
ミ
R
、
図
ぎ
の
き
這
魚
＞
ミ
筆

　
帖
s
¢
ミ
o
旨
寒
ご
唱
＆
の
o
轟
（
国
0
8
一
ト
。
O
O
卜
o
）
も
，
器
9

（
2
）
＞
巨
帥
N
g
b
o
ヨ
”
ζ
⊆
跨
ω
＄
『
。
『
寄
の
三
誘
（
帥
ヨ
m
N
一
£

　
凶
冨
8
）
　
に
よ
る
　
（
二
〇
〇
三
年
六
月
）
・
　
こ
こ
に
は
レ
コ
ー
ド

　
（
S
P
・
L
P
）
お
よ
び
廃
盤
と
か
多
く
の
外
国
盤
（
日
本
を
含
め
）

　
が
数
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
重
複
は
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
わ

　
れ
る
。
正
確
な
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
タ
ー
ナ
ー
は
「
一
一
〇
〇
以
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上
」
と
言
う
（
巳
ミ
）
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
の
四
五
七
点

　
（
た
だ
し
、
二
〇
〇
三
年
六
月
現
在
で
は
四
九
六
点
に
な
っ
て
い
る
）

　
の
う
ち
、
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で

　
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
（
ワ
笥
o
o
）
。

（
3
）
い
刃
≦
壁
9
馬
ぎ
肉
鑓
馬
慧
さ
ミ
§
』
O
註
誉
ミ
§
亀
韓
の
－

　
8
試
o
ミ
の
建
魯
（
○
風
o
巳
い
Ω
曽
o
呂
8
7
0
。
。
9
一
〇
〇
刈
）
も
，
b
o
o
o
N

（
4
）
　
↓
⊆
ヨ
o
き
ン
ミ
欝
き
⑳
O
ミ
S
ぼ
o
旨
【
8
ざ
8
，
こ
れ
は
大
英
図

　
書
館
所
蔵
版
か
ら
。

（
5
）
　
た
だ
し
、
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ

　
レ
ー
ス
の
魂
－
賛
美
歌
が
語
り
継
ぐ
ア
メ
リ
カ
』
（
二
〇
〇
二
年
一

　
〇
月
一
九
日
放
送
）
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

　
ぺ
ー
ジ
で
は
、
、
ぐ
①
一
一
、
．
と
な
っ
て
い
た
。

（
6
）
　
｝
0
7
コ
旨
一
一
〇
P
b
腎
融
o
蓉
遷
黛
ミ
ミ
き
8
鴇
’
＜
o
＝
（
一
。
。
メ

　
寄
Φ
鴨
＝
。
。
。
㎝
）
も
，
誤
［
巽
’
＞
ヨ
山
N
一
畠
⑳
冨
8
レ
o
≦
。
。
藷
。
辞
9
①

　
ω
o
琶
α
］
、

（
7
）
　
原
恵
「
賛
美
歌
1
そ
の
歴
史
と
背
景
』
（
日
本
基
督
教
団
出
版

　
局
、
一
九
八
○
）
、
｝
五
八
頁
。

（
8
）
　
名
讐
ω
o
員
§
鳴
肉
諾
騨
討
謬
ミ
醤
も
P
じ
。
o
。
卜
。
I
O
P

（
9
）
　
た
と
え
ば
、
ミ
ミ
蕾
、
ミ
↓
鼠
婁
げ
O
》
ミ
3
（
6
0
。
刈
）
葛
Q
サ

　
職
忽
等
慰
総
§
“
ミ
ミ
。
り
討
昔
（
一
〇
〇
一
）
騒
ぎ
の
o
ミ
R
（
誓
Φ
q
①
貼
E
－

　
賦
＜
Φ
　
名
o
房
ゴ
昼
　
8
一
一
Φ
〇
二
〇
昌
　
8
ヨ
且
一
巴
　
σ
網
　
O
轟
ゴ
四
ヨ

　
国
①
昌
α
ユ
o
胃
）
（
一
〇
〇
〇
〇
〇
）
、

（
1
0
）
刀
ミ
ヨ
○
呂
「
9
0
〈
①
5
a
‘
↓
ぎ
さ
ミ
醤
ミ
這
9
。
婚
9
ミ
》
§
－

　
帖
§
一
〈
o
一
甲
目
ω
（
O
言
『
9
雷
唄
ヨ
コ
巴
O
o
暑
o
轟
賦
o
p
一
〇
謹
y
P

　
一
器
o
o
，

（
1
1
）
ゴ
』
3
2
2
路
後
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
　
一
八
八
○
年
代
に

　
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
時
の
曲
の
一
つ
に
も
＞
幻
口
Z
O
↓
O
Z
が
採
用

　
さ
れ
て
い
る
。
＞
勾
匡
Z
O
日
O
Z
は
ト
マ
ス
・
ア
ー
ン
　
（
↓
『
o
ヨ
器

　
＞
ヨ
Φ
）
の
オ
ペ
ラ
『
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
（
』
§
黛
慧
嚢
8
）
』

　
（
ミ
臼
）
序
曲
中
の
旋
律
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
、
他
の
い
く
つ
か

　
の
賛
美
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
『
聖
歌
』
五
一
七

　
番
「
十
字
架
の
兵
士
た
る
」
の
曲
に
な
っ
て
い
る
。

（
1
2
）
一
冨
∪
■
留
爵
亀
9
巴
；
＆
ω
■
、
0
8
鷺
馬
ミ
ミ
謹
≧
o
蔑
き
q

　
O
o
ミ
慧
食
恥
（
里
範
o
毛
卿
ζ
巴
P
一
〇
。
O
㎝
）
サ
Z
p
O
o
o
O
冒
甲
0
9
］
酢

（
B
）
　
O
o
o
菌
①
勺
昆
g
盲
o
認
o
p
b
o
ミ
誉
肉
R
象
留
ミ
ミ
ミ
軌
』
ミ

　
O
ミ
ミ
騎
（
一
。
畠
耳
算
O
山
O
暑
o
」
。
誤
y
℃
ー
鼠
O
［
Z
ρ
一
曽
］
■
出
典

　
は
ざ
ω
o
℃
7
工
…
ヨ
曽
P
↓
ぎ
o
為
恥
ミ
鯉
ミ
帆
象
（
一
〇
〇
〇
〇
〇
月
①
≦
器
α
帥
昌
α
①
コ
ー

　
一
9
・
品
o
α
a
一
試
o
P
一
G
。
認
）
■

（
M
）
審
『
q
O
o
＆
8
の
一
巴
‘
①
α
ω
‘
≧
ミ
き
鳴
ミ
蚕
黛
§
。
華
『
①
－

　
＜
一
ω
a
号
凶
乱
Φ
e
二
〇
5
（
コ
餌
言
陥
一
Φ
一
P
＜
o
『
ヨ
o
コ
ゴ
Z
o
『
9
0
ヨ
工
震
ー

　
ヨ
o
⇒
鴫
℃
二
σ
一
一
筈
ぎ
α
q
O
o
ヨ
葛
⇒
劉
一
8
㎝
y
℃
。
P

（
1
5
）
　
↓
ぎ
ま
ミ
§
§
融
の
“
象
負
謡
跨
①
島
試
o
昌
（
一
日
R
8
ξ
。
n
ρ
℃
雪
亭

　
逡
ぞ
ゆ
三
費
O
O
O
α
ω
o
o
置
の
，
一
8
ω
y
℃
■
＝
9
な
お
、
　
Ω
力
国
国
孝

　
＜
F
［
国
と
称
し
て
い
て
も
、
こ
の
名
で
知
ら
れ
る
「
ル
ソ
ー
の
夢
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（13）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

　
（
刃
2
の
の
＄
⊆
．
の
9
8
ヨ
）
」
（
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
の
原
曲
）
の

　
旋
律
で
は
な
い
。
後
者
は
ω
巧
国
国
↓
＞
男
問
口
O
↓
δ
Z
（
唱
巳
お
ー

　
ミ
）
と
し
て
別
に
収
録
。
ま
た
、
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

　
の
旋
律
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
別
の
曲
名
（
の
O
［
O
Z
）
で
あ
り

　
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ク
ー
パ
ー
に
よ
る
別
の
歌
詞
（
．
．
↓
ぎ
冨
『
p
8
＝
早

　
巨
⇒
簑
一
、
O
毛
一
荘
巨
o
a
、
．
）
が
付
い
て
い
る
（
三
8
）
。

（
1
6
）
　
国
一
呂
ω
o
誘
o
h
≧
診
o
ヨ
費
ω
》
駄
ミ
o
》
ミ
9
ミ
貸
遷
（
勾
①
巴

　
名
9
匡
O
u
即
毛
。
㎝
る
8
一
y
た
だ
し
、
一
九
九
六
年
の
、
零
o
鑓
ミ

　
融
帖
ミ
§
ミ
帖
導
ミ
⑩
（
工
O
⊆
ω
0
9
夢
の
匹
ζ
霧
望
亀
O
話
鐸
卜
o
）
で

　
は
従
来
の
旋
律
（
の
ゴ
ス
ペ
ル
版
）
で
歌
っ
て
い
た
。

（
1
7
）
　
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
歌
唱
（
最
近
で
は
「
白
人
霊
歌
」
（
毒
ご
a

　
8
三
ε
巴
）
と
い
う
表
現
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
）
は
す
で
に
過
去

　
の
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
い
ま
だ
に
健
在

　
で
、
そ
れ
ば
か
り
か
近
年
に
至
っ
て
し
ば
し
ば
「
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ

　
ル
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
て

　
南
部
の
み
な
ら
ず
全
米
各
地
（
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
）
で
シ
ン

　
グ
（
歌
唱
集
会
）
や
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（
歌
唱
大
会
）
が
開
か
れ

　
て
い
る
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
（
ア
メ
リ
カ
で
も

　
『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
』
と
言
う
と
変
わ
っ
た
楽
器
の
一
種
と

　
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
）
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
通
史
で
は

　
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
歌
唱
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
記
述
が
当
て
ら
れ

　
る
の
が
｝
般
的
で
あ
る
　
（
O
ま
o
ユ
O
訂
ω
ρ
詠
ミ
豊
R
好
ミ
毯
貴

oo

a
‘
¢
三
＜
①
お
凶
蔓
o
噛
匿
ぎ
o
房
ギ
8
ω
」
O
O
押
℃
マ
ミ
O
山
O
ご

O
『
震
一
①
ω
コ
ロ
ヨ
β
ミ
器
静
き
導
Q
≧
Q
ミ
ミ
ミ
ミ
一
Z
o
旨
o
P
一
〇
〇
〇
ω
、

℃
P
卜
。
O
一
ー
曽
合
O
き
一
巴
国
冒
四
ヨ
即
員
＞
ミ
o
試
g
き
ミ
霧
蹄
㍉
』
、
冨
§
ー

ミ
ミ
鼻
ぎ
α
①
F
ω
9
マ
旨
R
ω
o
o
訂
」
8
ρ
O
P
一
ω
命
お
O
）
。
詳

し
く
は
、
冒
＃
コ
田
巴
す
～
ミ
魯
ミ
ミ
終
聲
、
蕊
鳴
＆
鳴
、
“
貸
ざ
の
や

ミ
鼠
蚕
黛
鳶
§
亀
』
ミ
恥
註
o
§
笥
o
馬
む
。
う
o
鑓
（
q
巳
く
Φ
邑
蔓
o
胤
O
①
o
『
－

笹
o
ギ
Φ
。
。
9
一
8
刈
）
扇
ま
＝
国
’
O
o
σ
げ
」
さ
↓
言
留
ミ
＆
曳
R
愚
㍉

匡
野
鼠
慧
§
黛
ミ
募
ミ
誤
帖
“
（
d
呂
＜
①
邑
蔓
o
脇
0
8
彊
一
①

ギ
霧
の
」
雪
o
。
」
。
o
。
。
）
な
ど
を
参
照
。
『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
』

の
最
近
の
版
と
し
て
は
、
O
醤
題
ミ
～
象
ミ
幾
窺
黛
愚
（
b
§
吻
§
為
等

昌
凡
§
）
（
O
巳
ざ
彗
｝
≧
m
富
ヨ
費
留
9
a
頃
山
壱
国
σ
一
凶
。
。
三
お

O
o
ヨ
冨
量
」
。
コ
y
↓
書
の
8
愚
亀
寅
“
越
（
遮
縛
肉
駐
畿
§
）
（
ω
甲

R
a
＝
四
∈
℃
ロ
巨
一
ω
三
昌
の
O
o
ヨ
冨
⇒
ざ
一
〇
〇
一
y
↓
ぎ
動
、
モ
ミ
討

留
R
＆
蚕
黛
愚
（
肉
s
融
＆
0
8
鷺
、
肉
§
鄭
帖
§
）
（
ω
p
ゆ
ヨ
の
o
p
≧
甲

σ
曽
ヨ
鍵
の
帥
R
区
＝
弩
℃
切
o
o
置
O
P
b
o
8
0
）
が
あ
り
、
あ
と
の
二

冊
が
現
行
版
で
、
表
紙
の
色
か
ら
俗
に
そ
れ
ぞ
れ
「
レ
ッ
ド
・
ブ
ッ

ク
」
（
こ
れ
が
最
も
普
及
し
て
い
る
版
で
あ
る
）
お
よ
び
「
ブ

ル
ー
・
ブ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
ハ
ル
モ
ニ
ア
・
サ
ク
ラ
』
は

一
八
三
二
年
よ
り
続
く
メ
ノ
ー
派
の
歌
集
で
現
在
第
二
五
版
（
一
九

九
三
年
版
）
を
数
え
る
。
復
刻
版
で
は
「
サ
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

（
↓
ぎ
の
o
ミ
ぎ
§
嵐
ミ
§
o
ミ
節
ミ
器
融
＆
9
ミ
鷺
ミ
§
）
』
（
一
〇
。
望

a
三
〇
P
q
三
＜
o
邑
¢
マ
Φ
の
の
o
h
閑
雪
け
ま
ξ
」
O
o
。
S
§
9
0
0
）
、
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『
ニ
ュ
ー
・
ハ
ー
プ
・
オ
ブ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
臼
評
Q
≧
鳴
ミ
欝
愚
o
、

O
O
』
巽
§
ぴ
帆
自
）
』
　
（
囑
の
O
ω
一
ヨ
＝
①
①
α
一
賦
O
口
讐
d
昌
一
＜
Φ
厩
ω
諄
鴫
O
頃
↓
O
目
コ
O
ω
－

器
o
写
霧
o
・
る
8
ご
た
だ
し
、
＞
ζ
＞
N
毫
O
O
”
＞
O
国
の
旋
律
に
は

ζ
ε
U
［
閃
↓
0
2
と
題
す
る
別
の
歌
詞
が
つ
い
て
い
る
）
が
あ
る
。

「
ノ
ー
ザ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
i
』
は
北
部
で
出
た
新
し
い
聖
歌
集
で
、

他
に
も
各
種
の
歌
集
（
ふ
つ
う
は
ξ
き
ぎ
爵
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
系
の
「
カ
ラ
ー

ド
・
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。
商
業
録
音
の

C
D
は
数
が
少
な
い
が
、
内
輪
で
は
（
つ
ま
り
、
一
般
の
レ
コ
ー
ド

店
に
は
卸
し
て
い
な
い
が
）
多
く
の
C
D
が
作
ら
れ
て
出
回
っ
て
い

る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
い
ろ
い
ろ
な
歌
唱
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
　
（
た
と
え
ば
、
　
く
O
融
霧
ン
R
o
鴇
』
ミ
偽
試
8
％
の
壽
§
『
≧
o
鷺

ミ
毅
の
帖
9
　
7
一
一
唱
一
＼
＼
（
類
毛
ー
O
＝
o
q
ユ
ヨ
O
『
O
α
信
O
江
O
昌
。
O
門
α
Q
＼
ω
ロ
O
『
①
q
7
四
『
℃

一
■
三
旨
一
）
。
な
お
、
　
一
八
六
〇
年
版
の
↓
蒔
の
§
讐
民
歳
黛
愚
は
オ
ン

ラ
イ
ン
（
三
6
救
＼
島
讐
訂
＝
ぴ
『
ヨ
の
鍔
a
ロ
＼
ω
ω
σ
＞
ヨ
四
の
φ
9
ヨ
噌
ゴ
ー

幕
Z
o
1
1
一
認
陛
ヨ
濃
①
”
。
9
）
で
参
照
可
能
で
あ
り
（
Z
国
巧
ω
包
－

↓
≧
Z
は
や
臨
に
あ
る
）
、
　
歌
詞
お
よ
び
索
引
な
ら
ば
↓
ぎ
留
－

O
、
鳴
風
顛
黛
愚
　
O
醤
魯
醤
鳴
』
譲
“
鳴
～
　
（
7
菖
窟
＼
＼
h
固
ω
O
一
P
O
『
α
q
＼
一
⇒
α
①
×
＼
O
一
コ
ー

号
図
’
三
ヨ
一
）
が
あ
る
。
ま
た
、
円
ざ
の
o
ミ
ぎ
§
墨
自
§
O
謹
に
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
が
あ
る
（
鐸
6
一
＼
＼
毛
毛
華
。
8
ざ
お
≧
＼
8
＝
筈
・

①
ヨ
ー
『
貰
ヨ
o
⇒
鴇
＞
三
P
鐸
ヨ
一
）
（
い
ず
れ
も
Z
国
≦
閃
力
肩
≧
Z
で

検
索
さ
れ
た
い
）
。
シ
ェ
イ
プ
・
ノ
ー
ト
全
般
に
つ
い
て
は
、
禽
o
建

　
嶺
o
ミ
亀
ぎ
題
（
算
ε
一
＼
＼
富
8
一
P
o
お
＼
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
8
）
　
当
時
の
．
、
吟
呂
？
き
冨
σ
島
ヨ
o
ω
ω
．
．
に
つ
い
て
は
、
知
5
器
＝

　
ω
四
昌
一
①
胃
一
＞
ミ
鳴
試
O
黛
醤
b
O
唱
黛
馬
O
『
ミ
貸
o
り
軌
O
P
醤
“
、
貼
o
り
切
貸
の
帖
醤
O
ω
9
　
雲
O
昏

　
鳶
、
肉
コ
O
ミ
』
認
も
篤
O
』
℃
◎
矯
（
○
図
h
O
『
α
¢
口
帥
く
㊦
『
の
詳
鴫
勺
『
Φ
の
ρ
一
〇
〇
〇
〇
〇
｝

　
署
お
？
3
）
参
照
。

（
1
9
）
　
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
本
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
オ

　
ン
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
を
参
照
し
た
）
に
ω
＄
二
巨
9
φ
切
自
号
耳

　
版
（
一
〇
。
起
）
と
堕
揖
Z
器
ど
版
（
一
〇
。
お
）
と
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

　
が
、
年
代
か
ら
す
る
と
こ
れ
ら
で
は
な
い
。

（
2
0
）
　
U
O
吋
O
け
げ
鴫
O
■
頃
O
『
⇒
層
の
帖
醤
内
蛛
O
ミ
⑩
O
、
蜜
恥
隣
e
⑩
醤
』
誤
　
の
蛛
黛
織
史

　
O
、
、
O
馬
冷
“
醤
飢
肉
“
、
執
紀
』
ミ
鳴
試
O
a
醤
ミ
Q
～
鳴
菩
馬
硫
　
軌
醤
　
↓
評
憶
⑪
O
　
O
執
概

　
ぎ
愚
切
8
蕊
（
d
巳
く
①
邑
蔓
o
窃
一
〇
琶
p
ギ
霧
ω
曽
一
s
。
）
も
k
。
。
，

（
別
）
　
O
①
O
『
の
Φ
℃
⊆
一
一
Φ
昌
一
印
O
犀
ω
O
⇒
雪
妄
｝
舖
O
の
》
賊
註
、
貸
“
』
の
画
醤
弊
｝
鳴
の
O
黛
－

　
S
恥
§
q
黛
“
醤
勢
（
一
〇
ω
ω
貰
冥
■
U
o
＜
①
き
6
臼
y
マ
ω
9
た
だ
し
、
は

　
じ
め
は
見
落
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
人
気
の
あ
る
八
○
曲
」
の

　
中
（
第
六
番
）
で
は
、
鵠
＞
勾
ζ
O
Z
く
O
カ
○
＜
閏
も
ミ
茜
帆
ミ
“
虫
ミ
・

　
ミ
o
醤
紀
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
℃
■
一
竃
）
。

（
羽
）
　
一
ゆ
O
胃
の
O
昌
一
　
の
》
臓
註
弊
寵
R
h
　
笥
O
』
澄
1
の
O
醤
隣
の
　
O
、
肉
黛
、
馬
史
　
』
ミ
鳴
試
O
黛

　
（
一
〇
G
ゆ
刈
い
『
℃
壁
U
O
＜
O
『
一
一
〇
〇
轟
y
口
』
㎝
ω
、

（
2
3
）
　
↓
討
恥
魯
ミ
醤
ミ
N
℃
9
0
婚
O
o
ミ
b
鶏
ミ
o
斧
＜
o
一
■
目
一
ω
一
℃
℃
■
一
図
ω
o
o
I
“
卜
o
，

　
別
の
曲
名
と
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
モ
ミ
欝
9
ミ
ミ
ミ
勲
P
一
巽
）
は

　
ω
網
ζ
℃
頃
O
Z
ド
　
ω
O
r
O
Z
響
　
勾
国
∪
国
ζ
勺
目
O
Z
を
、
　
ホ
ー
ン
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（15）　「アメイジング・グレイス」の起源と背景

　
（
寓
9
P
の
き
頓
き
ミ
⑩
黒
寅
鶏
唱
Q
鐸
P
一
認
）
は
ζ
δ
O
一
あ
↓
O
Z
、

　
O
＞
ピ
［
＞
工
国
刃
男
刀
O
O
＞
＝
↓
刈
を
挙
げ
て
い
る
。

（
2
4
）
　
初
め
は
一
九
九
一
年
の
論
文
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ

　
チ
ェ
ッ
ト
は
，
．
＞
ヨ
器
ぎ
の
O
冨
8
．
、
に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
臼
ぎ

　
♂
ミ
醤
ミ
』
◎
P
O
吋
O
o
ミ
》
R
ミ
O
鮮
く
O
＝
＝
団
（
一
8
倉
℃
P
誌
器
－
鼻
ω
）
に

　
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
ζ
震
δ
昌
い
属
緯
。
冨
夢
』
O
o
ミ
》
貸
ミ
§

　
＆
↓
ぎ
≧
o
ミ
蚕
自
壱
畠
9
ミ
ミ
ぴ
蔚
（
q
旨
〈
Φ
邑
¢
o
嘱
↓
雪
器
の
－

　
の
①
①
ギ
霧
ω
』
。
8
あ
■
く
■
ζ
日
∪
ピ
国
↓
O
Z
も
三
8
占
。
）
も
参
照
。

　
こ
れ
ら
に
原
著
か
ら
の
関
連
ペ
ー
ジ
（
二
葉
）
の
写
真
版
が
あ
る
・

（
2
5
Y
な
お
、
　
他
に
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
文
献
　
（
ピ
器
9
　
曽
o
需

　
の
づ
α
＞
σ
犀
げ
ゆ
ヨ
名
o
o
鼻
↓
ミ
O
o
ミ
ミ
闘
“
蕊
蚕
“
§
o
ミ
」
お
ω
ぎ

　
≦
≡
置
ヨ
ζ
0
9
ρ
O
o
ミ
ミ
ミ
黛
き
寅
“
ミ
o
ミ
」
o
o
謡
）
が
あ
る
が
、

　
別
の
本
の
よ
う
で
あ
る
。
前
者
は
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ

　
ン
・
カ
タ
ロ
グ
（
こ
こ
に
ω
旦
ヨ
彗
山
＆
o
o
富
≦
版
は
な
い
）
、
後

　
者
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
『
初
期
ア
メ
リ
カ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
民
謡
』
の

　
文
献
リ
ス
ト
に
あ
る
。

（
2
6
）
　
寅
。
寄
o
P
b
o
さ
醤
－
肉
8
～
9
ミ
き
良
の
＞
ミ
9
ミ
奉
ロ
■
一
認

　
冒
巳
臼
H
詞
は
一
器
8
≦
碧
富
、
出
典
は
O
註
鷺
醤
ミ
留
ミ
民

　
蚕
貸
導
（
一
〇
＝
y
な
お
、
［
O
Z
O
H
Z
O
問
○
即
属
O
ζ
閏
（
「
た
の
し
き

　
ふ
る
さ
と
」
（
「
讃
美
歌
第
二
編
』
）
お
よ
び
「
キ
リ
ス
ト
が
わ
け
ら

　
れ
た
」
（
『
讃
美
歌
二
こ
）
の
旋
律
［
＞
Z
u
O
団
刀
田
↓
の
前
身
）

　
も
同
じ
旋
律
型
で
あ
り
、
　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
黒
人
霊
歌
の
　
、
．
ω
三
認

　
［
o
≦
．
、
と
の
関
連
も
示
唆
す
る
。

（
2
7
）
　
↓
ぎ
ミ
ミ
醤
↓
§
恥
、
ミ
奥
出
9
誤
誤
。
、
肉
譜
駐
〒
卜
§
－

　
讐
“
鷺
き
ミ
醤
↓
貸
謹
の
き
窪
ミ
＆
の
o
ミ
亀
防
》
o
ミ
鋭
駅
δ

　
N
o
o
婚
9
“
く
o
一
ω
』
o
e
一
a
σ
鴫
Z
一
9
0
『
の
↓
o
ヨ
℃
R
｝
畠
（
O
蔦
o
＆
一

　
〇
一
碧
Φ
昌
α
o
昌
ギ
①
o
・
の
一
一
8
0
0
）
，

（
2
8
）
　
「
詩
篇
」
（
六
六
－
二
）
か
ら
と
っ
た
書
名
で
あ
り
、
ミ
寒
鳴

　
蛍
傍
、
ミ
臓
器
（
『
讃
美
歌
二
一
略
解
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
　
一

　
九
九
八
、
二
八
四
頁
）
と
す
る
の
は
誤
り
。

（
2
9
）
　
一
9
昌
マ
刀
8
器
（
評
霧
の
綴
り
も
あ
る
）
は
兄
弟
（
ど
ち
ら

　
が
年
上
か
不
明
）
の
牧
師
＝
φ
刀
8
器
（
σ
冒
8
賃
〇
四
、
」
o
。
N
o
。
）

　
と
共
に
『
セ
イ
ク
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
プ
』
の
普
及
に
努
め
た
歌
唱
指
導

　
者
で
、
現
行
の
版
に
十
編
ほ
ど
の
作
品
を
残
し
て
い
る
（
O
o
げ
σ
、

　
臼
ぎ
象
ミ
＆
曇
貸
賢
冨
ω
ω
目
）
。
↓
ぎ
ミ
§
醤
ミ
這
9
。
婚
9
ミ
》
§
－

　
ご
斧
　
＜
o
≡
　
（
戸
紹
O
）
　
に
は
見
出
し
項
目
が
あ
り
、
　
、
．
閑
閏
国
O
o
噛

　
句
O
＝
Z
」
巨
a
ヨ
8
畦
o
o
二
網
帥
o
月
窪
5
0
『
o
h
9
Φ
隔
5
毘
ω
富
目
ゆ

　
9
0
コ
［
．
．
＞
ヨ
m
N
ぎ
ひ
q
O
田
8
．
．
］
、
ω
O
O
g
O
O
三
蔓
碧
①
＝
，
、
、
と

　
「
作
者
で
は
な
い
」
と
い
う
記
述
の
み
が
あ
る
。
な
お
、
「
黒
人
の
牧

　
師
で
は
な
い
か
」
（
大
塚
野
百
合
『
賛
美
歌
・
聖
歌
も
の
が
た
り
』

　
創
元
社
、
一
九
九
五
、
九
三
頁
）
と
の
推
測
は
誤
り
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
こ
の
段
落
の
い
く
つ
か
の
主
要
な
点
は
↓
ミ
3
ミ
醤
ミ
這
9
。
吋

　
9
ミ
ミ
ミ
§
一
く
o
閏
，
目
切
℃
，
罠
ω
o
。
≦
O
o
ミ
暮
這
§
き
吋
ぎ
≧
Q
ミ

　
勲
o
曽
亀
9
ミ
§
貸
§
巳
霧
に
よ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
歌
詞
は
含
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ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
讃
美
歌
第
二
編
』
に
、
、
ピ
霊
ω
巴
。
芦
ζ
冤
＝
眉
－

　
O
鴫
誠
o
ヨ
o
．
．
（
た
の
し
き
ふ
る
さ
と
）
が
あ
る
。

（
3
1
）
　
戦
前
の
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
カ
o
σ
Φ
ユ
客
語
U
冒
9
雲

　
四
一
‘
切
』
巽
鳴
恥
黛
醤
儀
　
O
O
軌
暦
鳴
h
知
鴨
O
O
腫
犠
の
N
g
Q
矯
q
」
～
も
戯
働
、
“
醗
7
　
①
匹
，
（
○
図
－

　
8
鼠
q
三
く
雪
巴
蔓
℃
お
器
」
O
零
）
お
よ
び
O
葺
耳
ε
↓
■
ζ
8
q
ρ

　
一
『
■
①
一
麟
一
．
、
O
O
貸
醤
蛛
遷
ミ
貸
ω
N
ら
の
O
貸
、
ら
鳴
ω
■
．
＞
ヒ
u
帖
守
富
O
I
b
賊
o
弓
q
O
聖
貸
》
詮
量

　
O
、
O
O
ミ
N
ミ
N
O
憶
G
篤
P
匙
▽
謁
鳴
O
O
讐
風
鳴
風
↓
讐
籍
“
帆
臓
O
ミ
馬
ミ
貸
o
o
帖
q
（
ω
O
仁
辞
ゴ
Φ
『
⇒

　
男
〇
一
胃
嵩
噛
O
O
O
一
一
〇
〇
試
O
β
嘘
¢
P
一
＜
①
財
ω
詳
鴫
O
隔
Z
O
『
一
『
O
帥
『
O
＝
コ
ロ
零
諄
7

　
9
①
冒
ぎ
両
α
毒
費
房
ζ
Φ
ヨ
g
芭
閃
o
ε
ヨ
る
。
8
）
を
参
照
。
各

　
層
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
↓
⊆
旨
9
』
ミ
鵠
き
頓
O
ミ
R
を
参
照
、

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
歌
唱
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
T
V
番
組
を
ビ
デ
オ
化
し

　
　
た
』
ミ
器
き
隣
O
ミ
亀
ミ
帖
ミ
切
ミ
ミ
ミ
ミ
騎
（
℃
の
ω
＝
O
ヨ
Φ
＜
こ
8

　
　
［
℃
田
一
8
］
」
8
。
）
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
（
三
分
の
二
ほ
ど
に

　
短
縮
し
て
N
H
K
か
ら
放
送
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
。
、
．
＞
ヨ
器
ぎ
α
q

　
O
轟
8
、
、
を
例
に
と
っ
て
の
ブ
ラ
ッ
ク
。
ゴ
ス
ペ
ル
の
歌
唱
に
つ
い

　
　
て
は
、
一
Φ
隔
｛
↓
o
ロ
α
↓
一
8
p
9
巴
5
区
塑
ミ
ミ
ミ
の
O
、
ミ
竃
帖
9
＞
醤

　
、
醤
弊
憶
O
織
貸
O
融
O
器
、
O
蛛
｝
Q
ミ
窯
防
賊
ら
O
『
N
詮
鳴
ミ
O
、
』
駄
．
o
う
b
鳴
O
旨
脳
鳴
の
（
ω
0
7
一
【
ー

　
ヨ
雪
切
8
訂
」
O
o
。
倉
署
ー
一
8
1
一
＝
）
に
分
析
が
あ
る
。
民
謡
化
し

　
　
た
例
（
あ
る
い
は
、
こ
ち
ら
が
「
本
家
」
と
い
う
べ
き
か
）
と
し
て

　
　
は
た
と
え
ば
ジ
ー
ン
・
リ
ッ
チ
ー
の
版
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
彼
女
の
、
、
＞
ヨ
器
ぢ
磯
O
轟
8
．
．
の
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
○
己
力
畠
午

　
一
貰
田
営
馨
ぎ
邑
9
で
あ
り
旋
律
が
異
な
る
（
き
寒
の
§
題
魚

　
～
討
“
の
O
貸
W
討
Q
ミ
』
篭
博
黛
』
P
O
討
帖
画
醤
的
禽
軌
の
貸
醤
ひ
q
ウ
史
』
Q
“
醤
沁
黛
ら
｝
帖
鳴
、
O
騨
匿

　
閲
⊆
σ
＝
〇
四
ユ
O
昌
ω
響
一
〇
〇
ρ
℃
，
㎝
一
）
。

（
3
2
）
O
o
o
屯
o
で
．
．
帥
ヨ
呂
ぎ
的
ひ
q
轟
8
．
．
と
．
．
ざ
く
ぎ
α
q
び
ヨ
房
．
．
の
二

　
語
旬
を
使
っ
て
検
索
す
る
と
二
七
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
（
二
〇
〇
三
年

　
山
ハ
月
現
在
）
。

（
詔
）
　
　
国
O
⇒
⇒
O
貯
『
　
≦
，
　
○
ω
σ
Φ
O
屏
｝
賊
O
㌧
　
ミ
ミ
§
　
の
髄
O
鳩
帖
鳴
恥
　
（
｝
〈
『
①
ひ
Q
Φ
一
｝

　
　
一
〇
〇
D
N
）
博
唱
b
ω
，

（
3
4
）
○
ω
げ
。
o
置
踏
ミ
ミ
醤
曽
§
霧
b
ミ
§
ミ
N
匿
（
一
ぐ
畠
9

　
　
一
〇
〇
ト
つ
y
　
℃
b
O
”
婚
斬
　
ミ
O
ω
、
　
↓
壌
鳴
蟄
ω
貸
憶
Q
R
　
O
O
鱗
》
恥
』
　
ミ
ミ
醤
　
の
～
O
註
．
鳴
ω

　
　
（
国
『
畠
♀
お
8
y
ワ
多
た
だ
し
、
後
者
で
は
、
．
＝
≦
霧
胃
⇒
o
矩
昌

　
塁
四
ロ
き
9
二
8
8
轟
葺
一
a
巨
≦
潟
『
∋
9
．
．
．
と
、
誤
植
で

　
　
あ
ろ
う
か
、
題
名
が
違
っ
て
い
る
。
な
お
、
O
ω
σ
Φ
。
ぎ
＞
ミ
§
き
鮫

　
0
3
自
ら
鳴
h
恥
軌
q
㌧
醤
の
廿
帖
試
醤
肉
♂
ミ
醤
の
馬
O
試
恥
o
o
、
O
、
b
“
蔑
い
、
b
鴨
唱
O
勘
O
き
ω

　
　
（
民
『
畠
♀
一
8
0
』
8
ρ
P
一
漣
）
で
は
、
こ
の
歌
の
タ
イ
ト
ル
を
書

　
　
名
に
採
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曲
の
出
所
に
ま
っ
た
く
触

　
　
れ
て
お
ら
ず
、
．
一
〇
く
ぎ
α
Q
［
麟
ヨ
募
、
．
へ
の
言
及
も
な
い
。
オ
ズ
ペ
ッ

　
　
ク
の
本
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
不
正
確
な
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、

　
　
「
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
i
」
と
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
影
響
は
大
き
い
。

（
訪
）
　
　
O
①
O
『
の
①
勺
仁
一
一
〇
ロ
一
帥
O
國
の
O
コ
一
ム
醤
O
㌧
討
鳴
、
の
討
帖
自
、
O
『
ミ
｝
帖
馬
O
の
》
画
、
1

　
帆
帖
貸
良
N
の
（
一
〇
㎝
N
一
閃
O
一
屏
一
〇
ユ
O
口
曽
一
〇
Q
Q
一
一
〇
■
刈
O
）
■

（
訪
）
　
　
毛
一
一
一
剛
国
ヨ
国
酢
】
W
四
『
け
O
コ
、
．
．
○
一
α
℃
一
餌
昌
一
山
試
O
昌
｝
山
『
ヨ
P
の
．
．
（
一
〇
〇
〇
D
D
y

　
　
『
①
℃
『
一
昌
け
Φ
α
一
⇒
↓
鳶
Q
の
0
6
帖
黛
』
、
§
博
識
G
黛
融
O
醤
恥
O
、
肉
臼
、
α
、
≧
鳴
鷺
O
ミ
貸
－
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（17）　「アメィジング・グレイス」の起源と背景

　
も
。
腎
黛
↓
ぎ
q
ミ
牒
鼠
曽
ミ
跨
・
Φ
9
件
Φ
匹
げ
鴫
ω
①
3
m
三
閤
帥
貯
N

　
（
＞
ヨ
o
＼
Z
。
ξ
網
o
蒔
↓
冒
o
の
」
。
8
y
ワ
。
。
㎝
■
繰
り
返
し
部
分
（
歌

　
詞
。
旋
律
）
の
み
が
一
碧
訂
o
登
ミ
ミ
譜
§
叙
≧
轟
き
9
ミ
ミ
ミ
曾

　
↓
ぎ
騨
卜
将
9
§
§
風
き
醤
箋
骨
（
一
〇
お
一
壱
壁
∪
帥
0
8
0
」
O
鐸

　
Z
ρ
X
図
図
く
目
［
マ
ミ
呂
）
お
よ
び
閃
歪
p
o
Z
9
葺
肉
o
寒
ミ
§
融

　
き
～
書
q
ミ
慰
。
。
曽
ミ
跨
、
＞
蕊
、
ミ
『
＆
§
識
§
噸
o
。
巳
①
α
■
（
毛
塁
房

　
ω
＄
5
ご
巳
奉
邑
¢
ギ
8
の
」
S
g
P
8
）
に
再
録
。

（
3
7
）
　
国
ヨ
ξ
国
毘
o
≦
①
＝
、
o
ρ
O
ミ
ぎ
§
、
蜀
ミ
ミ
帖
§
ω
§
題
’

　
卜
⊇
と
a
λ
一
8
ゴ
弓
け
＞
ζ
ρ
一
雪
。
も
ワ
9
占
一
y
歌
詞
の
み
が
申
・

　
葵
言
o
勺
9
段
ρ
Φ
α
■
ト
マ
試
8
黛
ミ
o
』
》
o
l
』
ミ
鳴
試
ら
§
の
営
註
ミ
匙

　
、
＞
b
。
婁
§
ミ
自
曙
9
§
ミ
§
（
9
Φ
窪
≦
o
o
ρ
一
。
。
。
。
も
，
ω
畠
）

　
に
再
録
。

（
3
8
）
　
↓
ロ
ヨ
。
き
詠
ミ
§
き
閃
要
§
Q
一
，
巳
。
。
9

（
3
9
）
勺
。
一
〇
『
＜
睾
α
段
ζ
①
蒙
9
0
試
讐
菖
o
『
ミ
。
b
9
ミ
ミ
的
鷺
翁

　
↓
ぎ
＞
ミ
8
＆
§
融
o
、
導
o
↓
ミ
§
欝
導
l
O
§
ミ
遷
b
8
ミ
ミ
ミ
零

　
圏
鳥
（
○
駄
o
＆
¢
三
〈
。
邑
ぐ
勺
お
ω
ρ
一
。
o
。
O
）
も
ワ
＆
ム
N

（
4
0
）
　
．
、
い
0
9
［
O
ヨ
o
⇒
α
、
．
に
つ
い
て
は
、
宣
ヨ
8
い
明
三
鼻
↓
言

　
山
8
神
o
、
ミ
ミ
ミ
ー
肉
“
ミ
o
器
ミ
§
魯
、
9
湧
織
o
鼻
、
9
ミ
ミ
§
織

　
、
ミ
鳶
㎝
9
a
λ
u
o
奉
『
る
。
。
O
も
，
ω
器
）
参
照
。
そ
こ
で
は
．
．
＞
ヨ
欝
－

　
ぎ
σ
q
O
冨
8
．
、
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
は
得
ら
れ
な
い
。

（
4
1
）
　
「
古
今
聖
歌
集
』
（
日
本
聖
公
会
、
一
九
五
九
）
、
「
教
会
讃
美

　
歌
』
（
聖
文
社
、
一
九
七
四
）
に
は
未
収
。

（
4
2
）
　
こ
の
邦
題
が
い
つ
か
ら
使
わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

　
『
フ
ォ
ー
ク
辞
典
』
（
新
興
楽
譜
出
版
社
、
一
九
七
二
、
一
九
五
頁
）

　
で
「
至
上
の
愛
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ュ
デ
ィ
・
コ
リ
ン
ズ
盤
（
一

　
九
七
〇
）
が
発
売
さ
れ
た
と
き
に
付
け
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
放
送
協
会
編
『
軽
音
楽
便
覧
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
　
｝
九

　
六
一
）
に
は
未
収
録
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
六
〇
年
代
初
め

　
頃
の
日
本
の
音
楽
業
界
で
こ
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

　
た
よ
う
で
あ
る
（
そ
の
た
め
に
も
邦
題
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

　
る
）
。
な
お
、
こ
の
題
で
の
訳
詞
の
存
在
は
不
明
。

（
4
3
）
　
手
代
木
俊
一
「
讃
美
歌
・
聖
歌
と
日
本
の
近
代
』
（
音
楽
之
友

　
社
、
一
九
九
九
、
二
一
九
頁
、
注
2
3
）
に
は
、
植
村
正
久
等
編
「
新

　
撰
讃
美
歌
』
と
『
基
督
教
聖
歌
集
』
（
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
、
明
治

　
二
四
）
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
リ
ブ
イ
ヴ
ル
聖
歌
』

　
（
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
）
に
「
い
か
な
る
め
ぐ
み
ぞ
」
と
し
て
収

　
録
と
の
こ
と
で
あ
る
（
八
九
頁
）
。

（
4
4
）
　
三
ε
”
＼
＼
胃
ヨ
岳
凶
甲
＆
一
，
ひ
o
む
＼
ヨ
O
突
，
葺
巨

（
4
5
）
　
手
代
木
俊
一
監
修
、
全
三
五
巻
・
別
巻
一
、
大
空
社
、
一
九
九

　
九
。

　
本
文
中
、
言
及
さ
れ
て
い
る
楽
曲
の
楽
譜
は
次
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）
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